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第 1 章 
社会（歴史） 

名前：  
日 付 

No.01 
原始古代 

 
 
[問題 1] 
次の文の①～⑦に適語を入れよ。 
西暦はイエス・キリストが生まれたと考えられる年を紀元 1(元)年としてつくられている。省略して書

くと，紀元前は( ① )，紀元後は( ② )となる。世紀は西暦の 100 年を 1 つの単位として区切る表

し方である。3 世紀は( ③ )～( ④ )年までをさす。また，16 世紀は( ⑤ )～( ⑥ )年までをさ

す。現在は( ⑦ )世紀である。 
[解答欄] 

①  ②  ③  ④  ⑤  

⑥  ⑦  

 
[問題 2] 
次のできごとは，何世紀のことであるか。 

① 752 年 東大寺の大仏が完成した。 
② 1889 年 大日本帝国憲法が発布された。 
③ 1603 年 江戸幕府が成立した。 
[解答欄] 

①  ②  ③  

 
[問題 3] 

次の時代区分を時代の古い方から順に並べなさい。 
[ 平安時代 縄文時代 鎌倉時代 江戸時代 安土･桃山時代 弥生時代 室町時代 古墳時代  
奈良時代 飛鳥時代 ] 

[解答欄] 
 
  

[問題 4] 
次の文章の①～④にあてはまる語句を答えよ。漢字で書くこと。 

現在知られている最も古い人類は，今から約 700 万年から 600 万年前にアフリカにあらわれた( ① )
で，かれらはすでに後ろあし(足)で立って歩いていたと考えられている。立って歩くようになったこと

から，大きな脳が支えられるようになり，自由に使えるようになった前あし(手)で( ② )を使うことを

通じて，しだいに知能が発達してきた。 
今から 200 万年ほど前には( ③ )が，そして今から 20 万年ほど前に，現在の人類の直接の祖先にあ

たる( ④ )(ホモ・サピエンス)があらわれ，世界じゅうに広がったと考えられている。 
[解答欄] 

①  ②  ③  ④  
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[問題 5] 
次の文の①～⑤に適語を入れよ。 
今から 1 万年ほど前に氷河時代が終わって気温が上がると食用となる木の実が 
増え た。人々は魚や貝をとったり，弓と矢を用いて動物をとらえたりするように 
なった。このころ( ① )が発明されて食物を煮ることができるようになった。 
また，右の写真のように，木を切ったり，加工したりしやすいように( ② )も 
作られるようになった。(①)や(②)を使うようになった時代を( ③ )時代という。 
この時代，野生の植物を栽培する( ④ )や，野生の動物を飼いならす( ⑤ )も始められた。 

[解答欄] 

①  ②  ③  ④  ⑤  

 
[問題 6] 

次の写真を見て各問いに答えよ。 
(1) 打製石器は A，B のどちらか。 
(2) B が使用されたころ食料の貯蔵や，食物の煮炊きに使用された道具は 

何か。 
(3) 麦や稲などを栽培することを何というか。 
(4) 牛や羊など，動物を飼いならすことを何というか。 
(5) B が使われた時代を何というか。 
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  (5)  

 
[問題 7] 
次の文章の(  )に適することばを下の[  ]から選んで書け。 

今から約 700 万年前から 600 万年前にアフリカにあらわれた( ① )はすでに後ろ足で立って歩いて

いたと考えられている。今から 200 万年ほど前に出現した( ② )は，石を打ち欠いてするどい刃を持

つ( ③ )石器をつくり始め，これを使って動物をとらえて食べたり，猛獣から身を守ったりするよう

になった。 
今から 20 万年ほど前には，現在の人類の直接の祖先にあたる( ④ )があらわれ世界中にひろがった。

狩りや採集をおこなって移動しながら生活し(③)石器を使っていた時代を( ⑤ )時代とよび，1 万年

ほど前まで続いた。 
今から 1 万年ほど前に，気温が上がり始めると，食用となる木の実が増えた。やがて，麦，あわ，稲

を栽培し，牛や羊などの家畜を飼うところもあらわれた。このころ( ⑥ )が発明され，食物を煮るこ

とができるようになった。また，木を切ったり，加工したりしやすいように，表面を磨いた( ⑦ )
石器もつくられるようになった。(⑥)や(⑦)石器を使い，農耕や牧畜を始めた時代を( ⑧ )時代とよ

ぶ。 
[ 原人 新人 旧人 猿人 磨製 打製 旧石器 新石器 土器 釜 なべ ] 
[解答欄] 

①  ②  ③  ④  

⑤  ⑥  ⑦  ⑧  
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